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１．わたしたちの紹介、 
今日の目的 



古賀市自治基本条例（仮称）策定委員会 

わたしたちは何者か？【自己紹介】 

「自治基本条例（仮称）」＝「まちづく
りのルール」を策定するため、市からの
呼びかけに応じ集まった市民の集まりで
す。２８人の様々な立場や年代の人で構
成されています。 



より良いまちづくりは市民全体に関係する
こと 

古賀みらいサマーミーティングの目的 

古賀市をもっと良いまちにするために、 
策定委員会で話し合いを行っています。 
・・・でも・・・ 

より良いまちづくりのため、市民がや
りたいこと、やるべきことなどをより
多くの市民と話し合いたい！ 



２．話題提供 



１．まちのことを知る、「古賀学」 

２．多様な人のつながり・交流、「組愛」 

３．安全と安心、助け合い・思いやり 

４．まちの活気、産業 

５．まちづくり、自由に色々企画できる雰囲気 

６．住んで良かったといえるまち、住みたいまち 

７．次世代にバトンタッチできるまち 

 

～古賀市のまちづくりのキーワード～ 

策定委員会で出された意見から 



１．まちのことを知る、「古賀学」 
まず、まちのことを知ることが大事。まちを知ればまち

を好きになる。 

古賀のことを知る取り組み＝「古賀学」 

２．多様な人のつながり・交流、「組愛」 
人と人のつながり、地域でのコミュニケーション、世代

間など多様な人の交流をもっと大切に。 

自分の地域を愛すること＝「組愛」 

３．安全と安心、助け合い・思いやり 
一人ひとりを大切にする。みんなにやさしく、思いやり、

助け合い。お互いに関心を持ち、孤立させない。これら

のことから生まれる安全と安心。 



４．まちの活気、産業 
生活の基盤である産業を活性化させる。まちの魅力を高

め、若い人があこがれるようなまちにしていく。 

５．まちづくり、自由に色々企画できる雰囲気 
まちの魅力を見つけたり、課題を解決したり、意外と自

由にイロイロ企画できる雰囲気が古賀にはある。 

６．住んで良かったといえるまち、住みたいまち 
古賀市に住んでよかったと思えるまちにしたい。実はそ

こそこ住みやすいまちである。 

７．次世代にバトンタッチできるまち 
世代から世代へ、まちづくり（自治）の知恵をどう受け

継ぐか、どう伝えるか。 



古賀市の未来予想図 【人口推計】 

5,718 6,025 6,298 6,978 8,966 

7,921 8,124 8,274 8,596 
7,654 

36,279  35,848  
35,480  34,394  

33,078  

8,475  8,442  8,413  8,417  8,090  

13.6% 13.9% 14.2% 14.7% 

13.2% 9.8% 10.3% 10.8% 

12.0% 

15.5% 

23.4% 
24.2% 

24.9% 
26.7% 

28.8% 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

0 人 

10,000 人 

20,000 人 

30,000 人 

40,000 人 

50,000 人 

60,000 人 

平成27年 
(2015) 

平成28年 
(2016) 

平成29年 
(2017) 

平成32年 
(2020) 

平成37年 
(2025) 

後期高齢者（75歳以上） 前期高齢者（65‐74歳） 生産年齢人口（15‐64歳） 

年少人口（15歳未満） 65‐74歳人口／総人口 75歳以上人口／総人口 

高齢化率（高齢者人口／総人口） 

58,393 58,439 58,465 58,385 

（総人口） （高齢化率） 
57,788 

（各年9月末） 

出典：古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（平成27～29年度） 



少子高齢化と生産年齢人口減少が進む中、市民
ニーズと地域の新たな課題への対応 

古賀市の未来はどうなる？ 

現在、校区コミュニティ・自治会・ボランティア団
体・個人など、たくさんの人が課題解決に向け活動 

その活動を未来に引き継ぎ、更に発展させることが
必要では？ 



今あるさまざまな活動を未来に引き継ぎ、更に発
展させるため 

そのためのルールづくりとして 

市役所や市民の役割などまちづくりのルールを示した 

「古賀市自治基本条例（仮称）」づくり 

古賀市民として 

・自分たち（地域）のことを自分たち（地域）で決め、 

 決めたことに責任をもつ 

・自分たちの（地域）の課題を、自分たち（地域）で 

 解決する 

・人と人とのつながりを大切にする  

なども考え 



今日、皆さんからお聴きしたいこと 

【「ご意見カード」の質問】 

①「策定委員会が考えた古賀市のまちづくりに必要なこと」で

最も共感した、あるいは、良いと思ったのは、何番のキー

ワードですか？それはなぜですか？ 

②今後、５年、10年先も、この地域がより住みやすい地域であ

るために、活かしたいよいところや、解決したいことはなん

ですか？ 

～それぞれ「ご意見カード」にお書きいただき、

それをもとに対話（意見交換）をしましょう。 

 今日は特に、地域のことについて考えます。 



今日のミーティングの内容を元に… 

この「古賀みらいサマーミーティング」は古賀市
内の全小学校区で実施します。 

前向きな意見をどんどん出して語り合いましょう。 

では、いよいよサマーミーティング開始です！ 

今日の意見やアイデアも参考にして、より良いま
ちづくりの基本的考え方や仕組みを自治基本条例
（案）として作成します。 



１．わたしたちの紹介、今日の目的 

２．話題提供 

３．対話の時間 

  ・自己紹介 

  ・ご意見カードの記入 

  ・対話 

４．グループ発表 

５．おわりに 

今日のプログラム 


